様式第12号
	　　年　　月　　日
島原地域広域市町村圏組合
消防長　　　　　　　　　　様
建築主住所　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　 　
設計者住所　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　 　
消防関係資料届出
　　　　年　　月　　日付けで、確認申請を致しました　指導されました　建築物の
消防関係資料を下記のとおり、別添図面添えて提出致します。
記

	建　　　築　　　物
	名　　　　称
	
	用途
	

	
	所在地
	
	電話
	

	
	構造･規模
	主要構造　　☐耐火構造　　　☐準耐火構造　　　☐その他（　　　　　　　　）
造　　　階数　　　地下（　　　　階）　地上（　　　　階）
床面積　　　　　　　　　　㎡　　　　　　　　延べ面積　　　　　　　　　　㎡

	消防用設備等
（設置は☐内にレ印
を記入）
	☐消火器　　　　　　　　　☐屋内消火栓設備（代替　　　　　　　　　　）
☐スプリンクラー設備　　　☐水噴霧設備等（　　　　　　　）
☐自動火災報知設備　　　　□消防機関へ通報する火災報知設備
☐非常警報設備　　　　　　☐非常放送設備
☐避難器具　　　　　　　　☐誘導灯　　　　☐消火活動上必要な施設（　　　　　　）

	収容人員
	合計　　　　　　　　人（従業者　　　　　人＋算定人員　　　　　人）

	危険物の貯蔵
	品名　　　　　　数量
	ＬＰＧの貯蔵
	ｋｇ

	変電設備
	（有・無）・容量　　　　　　　ｋＶＡ　　　　最大契約電流　　　　　　Ａ

	鉄網の使用状況
	（有・無）・下地は（☐可燃材料　☐難燃材料　☐準不燃材料　☐不燃材料）

	対象火気設備等
	消費熱量１０．５ｋＷ以上のガス器具又はグリル付コンロ　　☐あり　　☐なし

	
	入力２１kＷ以上のフライヤー等の設備　　　☐あり　　☐なし（　　　　　　）
（防火ダンパー　☐あり　☐　なし・グリス除去装置　☐あり　☐なし）

	規則第５条の３に基づく開口部の検討

	階
	床　面　積
	床面積÷３０
	有効開口部
	判　　　定
	収　容
人　員
	内装材料

	階
	㎡
	㎡
	㎡
	☐普通階
☐無窓階
	人
	☐可燃　　　☐難燃
☐準不燃　　☐不燃

	階
	㎡
	㎡
	㎡
	☐普通階
☐無窓階
	人
	☐可燃　　　☐難燃
☐準不燃　　☐不燃

	階
	㎡
	㎡
	㎡
	☐普通階
☐無窓階
	人
	☐可燃　　　☐難燃
☐準不燃　　☐不燃

	階
	㎡
	㎡
	㎡
	☐普通階
☐無窓階
	人
	☐可燃　　　☐難燃
☐準不燃　　☐不燃





	有効開口部の面積、形状、種別等

	階別
	の番号
開口部
	種別
	形状
（Ｈ×Ｗ）
	箇所数
	面積
	床面から
開口部下端までの距離
	道路及び
通路の
幅員
	ガラスの
厚さ
	格子の有無

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備　　考
	


※　記入上の注意事項
　　⑴　該当の□内に、レ印を記入すること。
　　⑵　判定欄は、床面積÷３０＜有効開口部の場合は、普通階とし、床面積÷３０≧有効開口部の場合は、
　　　無窓階とすること。
